
氏名 三宅　晶子

学部担当科目

・言語文学Ⅰ・Ⅱ
・古典文学概論Ⅰ・Ⅱ
・国文学講読Ⅰ・Ⅱ
・国文学講読Ⅰ・Ⅱ
・中世文学論
・基礎演習Ⅱ
・国文学演習Ⅲ・Ⅳ
・国文学の世界
・学問と社会

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

授業科目

令　和　4　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

　中世文学会・能楽学会・全国大学国語教育学会

　能の総合的作品分析研究・古典教育研究

　対面授業とオンライン授業の混在という混乱のなかで、最大限学生たちの興味を持続させ、自発
的な取り組みを可能とするような工夫をしている。
　①　昨年出版した『もう一度読みたい日本の古典文学』をテキストとして、古典文学概論Ⅰの展開
した。オンデマンド授業であったため、学生たちの自習とその成果報告が中心となったが、それぞ
れが新鮮な気持ちで古典文学と取り組む良い機会となった。Web授業ならではの授業形態であっ
た。
　②　百人一首を積極的に理解し、味わうために、各自が無理なく独習できる計画と、教授法を工
夫した。ポータルサイトを利用して、全六回提出するミニレポートは、必ず目を通してコメントを付け
て返信する。これを繰り返すと、真剣に取り組む、毎回のレポートが楽しみになるとう学生が増え、
受動的な教室での講義とは違う、能動的な勉強が可能となった。またカルタ絵に描かれている図
柄から、どのような作品世界として理解可能かを考えさせ、個々に一首選んでカルタ制作をするこ
とで、和歌の世界に深く踏み込んでいけるきっかけを作ることができた。
　③研究上の特記事項にも書いたが授業で行ったことがそのまま優れた学生の成果発表となり、
大学の広報にも役立つという、良い成果が得られた（『奈良大生の観た狂言』）。

・日本学術会議連携委員
・早稲田大学エクステンションセンターの講師、Zoomによる講義方法による。

  早稲田大学大学院文学研究科博士課程後期単位修得退学

　博士（文学）

　中世日本文学（特に能楽）・古典教育

最終学歴

　【研究上の特記事項】

　能楽研究の方は、昔手がけていた世阿弥・禅竹の作詞法について、より緻密に丁寧に作品分析
を継続的に行い始めている。能の対訳の作業も、気長に取り組んでいる。
　古典教育研究の方では、編著書『学校で教えたい日本の古典文学』の執筆・編集準備中であ
る。
  科学研究費助成金基盤研究C「新学習指導要領下における、高等学校国語の新しい古典教育
研究」が2年目を迎え、ようやくコロナ禍も一段落で、かなりの成果を上げられた。
　その一環として、高等学校の教科書が改訂され、検定が終了して各校で選定が終了した「古典
探究」の教科書を網羅的に調査して、その傾向と今後の古典教育についての提言を横浜国立大
学国語日本語教育学会と、古典教育デザイン研究会において発表した。
　大学の授業「言語・文学」で行った狂言入門の授業成果として、学生の画像とコメントを紹介する
小冊子を作成した（『奈良大生の観た狂言』）。狂言の研究者や演者に大変好評であり、大学でも
広報活動に役立ててくださった。

専門分野

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・大学院運営委員
・国文学科研究室だより『古都葉』Vol.7の編集を担当した
・「能画　」他図書館貴重書の撮影・調査、学生指導

・歴史文学論
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花もよ編集室『花もよ』
６２号

②〈小塩〉の花見

夢幻能形式において、終曲部は大変重
要であることについて体系的に論じた
19頁

世阿弥自筆能本固有の特色として〈江
口〉の間狂言を論じた　19頁

③奈良大生の観た狂言

②「古典探究」の教科書　承前

⑦能の現代６１〈江口〉世阿弥
自筆能本の間狂言

令和5年３月

④能の現代５８〈葛城〉月の白と
雪の白

令和4年7月

⑤能の現代５９〈松風〉複式夢
幻能成立前夜の能

令和4年9月

（学会発表）

④リレー連載　奈良の風景㉖能
〈三輪〉に登場する神

①早稲田大学エクステンション
センター「日本の伝統芸能〜能
を学ぶ―能〈松風〉を読む」（オ
ンライン講座　４回）

②早稲田大学エクステンション
センター「日本の伝統芸能〜能
を学ぶ―能〈江口〉を読む」（オ
ンライン講座　４回）

（その他）

花もよ編集室『花もよ』
６６号

①「古典探究」の教科書

③能の現代５７　夢幻能におけ
る終曲部の地謡

小町が特別に尊敬されることを決定づけ
た〈関寺小町〉を論じた　16-17頁

⑥能の現代６０〈関寺小町〉尊
敬される小町

（学術論文）

①言語文化教育への挑戦―繰
り返し学ぶ『枕草子』「春はあけ
ぼの」―

令和5年1月
花もよ編集室『花もよ』
６５号

金春禅竹作の可能性がある〈葛城〉につ
いて、叙景の特色を論じた　19頁

花もよ編集室『花もよ』
６３号

夢幻能形式のなかで、最初に位置づけ
られる〈松風〉の特色を論じた　19頁

大神神社を、記紀神話から発展して
いった様々な説話をふまえつつ、能〈三
輪〉にどのように結実しているかを紹介し
た

「言語・文学」の授業成果をまとめた冊子
の紹介

夢幻能成立前夜に位置づけられる〈松
風〉について、ビデオ鑑賞も併用して、
講義した

高校新国語教科書「古典探究」を効果
的に用いた学習法の提案

世阿弥自筆能本のある〈江口〉につい
て、本説の物語や、自筆本の特色に言
及しつつ、ビデオ鑑賞も併用して、講義
した

高校新国語教科書「古典探究」の網羅
的調査をして、特徴的な傾向を指摘した

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

令和4年5月

令和4年11月

令和4年5月

高校新国語教科書「言語文化」を効果
的に用いた学習法の提案　113－121頁

金春禅竹に特徴的な作詞法について、
心象風景を中心に分析した　4-5頁

横浜国立大学『国語研
究』

銕仙会『銕仙』728号

令和5年4月

早稲田大学エクステン
ションセンター

早稲田大学エクステン
ションセンター

Imajin21 Vol45（共同
精版印刷株式会社）

令和4年7・8・9月

令和5年１月～２月

横浜国立大学国語日
本語教育学会

古典教育デザイン研
究会

古典教育デザイン研
究会

令和4年10月

令和4年10月

花もよ編集室『花もよ』
６１号

③冊子「奈良大生の観た狂言」
作成

令和5年2月
奈良大学文学部国文
学科

学生3人（岩田千治・岩尾千翔・岡﨑莉
子）の協力のもと、狂言〈附子〉〈茸〉の二
曲について、絵と文章で紹介する小冊
子を作成。広報に活用した。

令和5年3月


